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総資産額純資産額

経常利益 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

売上高 経常利益および親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

1株当たり四半期（当期）純利益純資産額および総資産額

第27期
平成27年8月期

第28期
平成28年8月期

第29期
平成29年8月期

第30期第2四半期
（累計期間）
平成30年2月期

第27期
平成27年8月期

第28期
平成28年8月期

第29期
平成29年8月期

第30期第2四半期
（会計期間末）
平成30年2月期

第27期
平成27年8月期

第28期
平成28年8月期

第29期
平成29年8月期

第30期第2四半期
（累計期間）
平成30年2月期

第27期
平成27年8月期

第28期
平成28年8月期

第29期
平成29年8月期

第30期第2四半期
（累計期間）
平成30年2月期

第30期中間報告書
平成29年9月1日▷平成30年2月28日

社会インフラを支える
水と空気のプロフェッショナル集団

技術を見つけ、育て、活かす

　株主の皆様には、平素より当社事業につきまして格別のご理解と
ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに第30期（平成29年9月1日から平成30年8月31日まで）
中間報告書をお届けするにあたり、株主の皆様にご挨拶申し上げま
す。
　当第2四半期連結累計期間における事業環境は、日本国内におい
ては公共投資が堅調に推移し、民間設備投資も持ち直しの兆しがみ
られました。海外においては米国経済が好調に推移していることや、
アジア諸国でも景気が回復傾向にあり、全体として市況は緩やかに
回復しました。
　このような状況の中で当社グループは、環境・エネルギー事業に
おいては全国各地域に密着した営業展開を実施するとともに、新た
に北海道地区での展開を本格的にスタートさせ、水処理機器をメイ
ンとした受注活動を進めてきたことで、同地区での実績を着実に積
み上げてまいりました。
　動力・重機等事業においては船舶関連機器の受注は造船市況が改
善傾向にあることから堅調に推移しました。

　産業機械部品の製造受託事業は、顧客への訪問頻度を増やすなど
積極的な営業展開に注力した結果、実績は順調に推移したものの、
プラント関連機器の製造受託事業は、案件納期が第4四半期の後半
に偏る傾向がでていることで、当第2四半期連結累計期間では実績
が伸び悩み総じて低調な推移となりました。
　防災・安全事業においては有床診療所にターゲットを絞った営業
活動の結果、自社開発のスプリンクラー消火装置ナイアスの売上が
順調に推移しました。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間において、売上高2,721
百万円、営業利益65百万円、経常利益52百万円となり、親会社株
主に帰属する四半期純利益は44百万円となりました。
　今後も引き続き、水処理機器の販売を基盤事業とし、スプリンク
ラー消火装置ナイアスやバーテルス熱交換器の拡販に注力するとと
もに各事業展開を強化してまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長  来山 哲二

財務ハイライト Financial Highlights

（注）  当社は、平成29年９月29日付で普通株式１株につき400株の株式分割を行っておりますが、第27期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四
半期（当期）純利益金額を算定しております。

株主の皆様へ Top Message



事 業 年 度 毎年9月1日～翌年8月31日

期末配当金受領株主確定日 毎年8月31日

中間配当金受領株主確定日 毎年2月末日

定 時 株 主 総 会 毎年11月

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
℡ 0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 の 方 法

電子公告により行う
公告掲載URL http://www.puequ.co.jp/

（ただし、電子公告によることが出来ない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に公告いたします。）

本社
福山市南蔵王町二丁目1番12号
ホームページからも当社のI R情報を
ご覧いただけます。

発行可能株式総数� 4,000,000株
発行済株式の総数� 1,756,900株
株主数� 843名

商 号 ポエック株式会社
本社所在地 福山市南蔵王町二丁目1番12号
設 立 平成元年1月25日
資 本 金 429,058,500円
従 業 員 数 71名

事 業 内 容
1　ポンプ、送風機、空調機、工場設備機器の販売
2　機器類修理、保守点検、設計施工
3　熱交換器の販売
4　防災機器の販売

大株主（上位10名）
株　主　名 持株数 持株比率

来山　哲二 303,100株 17.25%
釆女　信二郎 171,000 9.73
ポエック従業員持株会 152,500 8.68
東洋額装株式会社 105,000 5.97
来山　美佐子 65,500 3.72
下田　武久 40,000 2.27
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 40,000 2.27
株式会社ＳＢＩ証券 29,300 1.66
日本証券金融株式会社 26,500 1.50
ごうぎんキャピタル株式会社 26,000 1.47

代表取締役社長 来 山 哲 二
代表取締役副社長 釆　女　信二郎
専 務 取 締 役 寒 川 貴 宣
常 務 取 締 役 松 村 俊 宏
常 務 取 締 役 三 谷 俊 二
取 締 役 吉 本 貞 幸
取 締 役 森 本 敏 昭

取 締 役（ 社 外 ） 森 　 紀 男
取 締 役（ 社 外 ） 高 坂 敬 三
取 締 役 村 本 　 修
常 勤 監 査 役 上 村 一 武
監 査 役（ 社 外 ） 小 林 　 景
監 査 役（ 社 外 ） 池 田 和 三

（ご注意）
1．  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、

原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承るこ
ととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せ
ください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いで
きませんのでご注意ください。

2．  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、左記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。な
お、三菱UFJ信託銀行全国本支店にてもお取次ぎいたします。

3．  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

防災・安全事業

（平成30年2月28日現在）

事業別の概況 Operating Results

環境・エネルギー事業

動力・重機等事業

ポンプ

エンジン台版

スプリンクラー消火設備用加圧送水装置
（製品名「ナイアス」）

　卸販売に加えて、保守・メンテナンス
サービスの提供が当社の強みであるため、
積極的にPRしていく営業展開を実施。さ
らに、北海道地区への進出成果は着実に
上がってきました。

　既存顧客に対して重点的な訪問活動や
新規開拓に重点をおいた営業展開で受注
拡大に努めることで堅調に推移したもの
の、プラント機器製造受託事業において
受注案件の納期が第４四半期後半へと偏
り、総じて低調な推移となりました。

　有床診療所をターゲットとして当社自
社商品であるスプリンクラー消火装置ナ
イアスの拡販に注力した結果、実績は順
調に推移しました。

セグメント売上高�1,138百万円

セグメント売上高� 876百万円

セグメント売上高� 706百万円
セグメント利益� 47百万円

セグメント利益� 23百万円

セグメント利益� 48百万円

事業別売上比率

42％

26％32％

環境・エネルギー事業
動力・重機等事業
防災・安全事業

株式情報／会社情報 Stock Data／Corporate Data 

株主メモ

株式の状況 会社の概要

役　員

URL：http://www.puequ.co.jp/


